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〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜  

⑯

　

今
回
は
、
岩
屋
に
あ
る
市
の
指
定
文
化
財

「
岩
屋
の
大
杉
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

岩
屋
（
昭
和
40
年
頃
廃
村
）
に
つ
い
て
簡

単
に
紹
介
す
る
。
明
治
初
年
の
戸
数
38
戸
、

人
口
２
１
４
人
、
物
産
と
し
て
繭
・
桑
葉
と

あ
る
。
明
治
末
の
「
北
郷
村
史
」
に
は
、
里

道
岩
屋
道
は
冬
の
間
交
通
途
絶
に
な
る
が
、

沿
道
の
碧
淵
、
奔
端
の
奇
景
に
思
わ
ず
足
を

止
め
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

　

岩
屋
の
大
杉
に
つ
い
て
は
、
岩
屋
観
音
の

説
明
の
中
に
「
岩
屋
観
音
を
安
置
す
る
岩
屋

神
社
は
険
し
い
霊
巖
寺
山
の
山
腹
に
あ
り
、

泰
澄
大
師
が
彫
ら
れ
た
観
世
音
菩
薩
を
祀
る

霊
祠
で
あ
る
。
観
音
堂
の
傍
に
見
る
も
す
ご

き
ま
で
に
老
い
た
杉
樹
あ
り
」
と
書
か
れ
て

お
り
、
こ
れ
が
最
も
古
い
記
述
で
あ
る
。
辺

境
の
地
で
、
岩
屋
観
音
の
み
に
注
目
が
集

ま
っ
て
い
た
た
め
、
北
郷
村
で
も
こ
の
程
度

の
認
識
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

岩
屋
観
音
は
近
世
か
ら
そ
の
存
在
が
知
ら

れ
て
お
り
、
寛
政
７
年
（
１
７
９
５
）
に
６

代
小
笠
原
長
教
が
観
音
を
参
詣
し
て
い
る
。

岩
屋
の
大
杉
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は

昭
和
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

　

勝
山
朝
日
新
聞
で
関
連
記
事
を
追
っ
て
見

る
。
昭
和
16
年
（
１
９
４
１
）
の
記
事
に
「
大

野
郡
の
秘
境
岩
屋
部
落
の
岩
屋
観
音
堂
境
内

の
一
隅
に
稀
有
の
巨
杉
あ
り
村
人
は
五
本
杉

と
も
、
大
杉
と
も
よ
び
雲
龍
の
化
身
と
し
て

神
視
し
て
い
る
」「
北
郷
村
は
30
数
年
前
天
然

記
念
物
と
し
て
県
に
指
定
を
申
請
し
た
が
、

当
時
は
交
通
不
便
の
僻
地
で
未
調
査
の
ま
ま

今
日
に
至
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。
同
25
年
の

記
事
に
は
天
然
記
念
物
と
し
て
県
に
申
請
と

あ
る
。
同
27
年
に
福
井
県
文
化
財
保
護
委
員

会
で
指
定
13
件
の
候
補
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
い
で
同
39
年
の
記
事
に
「
勝
山
市
教
委

は
岩
屋
観
音
境
内
の
老
杉
を
天
然
記
念
物
と

し
て
指
定
を
も
ら
う
た
め
調
査
し
、
文
部
省

へ
申
請
し
た
。
樹
齢
５
百
〜
６
百
年
で
根
本

は
周
囲
が
16
ｍ
、
地
上
２
ｍ
か
ら
５
本
の
枝

に
分
か
れ
４
本
は
真
っ
直
ぐ
上
へ
、
残
り
の

１
本
は
約
５
ｍ
も
水
平
に
伸
び
、
そ
の
あ
と

真
っ
直
ぐ
上
へ
伸
び
て
い
る
」
と
あ
る
。
最

終
的
に
は
昭
和
41
年
に
天
然
記
念
物
と
し
て

勝
山
市
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
。

今
回
は
、
岩
、
岩
屋
に
あ

市
の
指
定
文
化

を
ねねねてててねね

 
市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

Ｕ・ＩターンコラムU
I
うつくしく
いきる

Enjoy Life in Katsuyama

　

保
ほ
坂
さか
 美
み
希
き
さん（23歳）

＝村岡町滝波＝

　第12回目は、㈱東急リゾート
サービススキージャム勝山で働
く新潟県出身の保坂美希さんに
お話を伺いました。
▶ Ｉターンしたきっかけは
　小さい頃から風景画などの絵
を描くことが好きで、いろいろ
な地域を見て周りたいという想
いがありました。社会人になっ
てからは、３か月を目途に兵庫
県や和歌山県などの観光地で働
いてきました。スキー場がある
大きなリゾート会社を探してい
た時にスキージャム勝山を知
り、昨シーズンの冬から働き始
めました。当初は、シーズンが
終わったら、次の地域を探すつ
もりでいましたが、勝山の人の

良さと職場の人たちが春以降も
一緒に働こうと熱心に誘ってく
れたこともあり、そのまま勝山
に残ることに決めました。
▶勝山に住んでみてどうですか
　もともと都会よりは田舎で住
みたいと思っていたこともあり
ますが、勝山は出身地と似たよ
うな雰囲気があり、とても居心
地がよく、住みやすさを感じて
います。
　また、勝山で出会う方々がと
ても良い方ばかりで、楽しく過
ごせています。
▶勝山に来て思ったことは
　さまざまな地域を見てきまし
たが、素晴らしいリゾート地があ
り、素晴らしい人々がいる勝山

は、とても魅力ある地域だと思
います。勝山という街に巡り合
えたことに喜びを感じています。

第１回ふくい移住者交流会
と　き▶８月19日㈰
　　　午前11時～午後2時30分
ところ▶永平寺町魅力発信交流施設
　　　　「えい坊館」
内　容▶窯焼きピザ作りと
　　　　お話タイム

お問い合わせ・お申し込みは
ふるさと創生・移住課（市役所2階）へ

☎88－8130

巡り合えた大好きな街

岩屋の大杉
広報かつやま7月号 №764 　　 14

件数内訳 平成30年6月末 前年比

総件数 ２１８件 －２９件

人身事故
（うち高齢者）

１０件
（４）

＋２件
（－１）

死　者
（うち高齢者）

０人
（０）

－１人
（－１）

傷　者 １０人 ＋１人

物損事故 ２０８件 －３１件

７月の納税

５月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 ６月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,210人 7 －9 －2 10 －26 －16 11,192人 －18人
女 12,317人 7 －12 ―5 13 －27 －14 12,298人 －19人

合　計 23,527人 14 －21 －7 23 －53 －30 23,490人 －37人
世帯数 7,973世帯 7,956世帯 －17世帯

人口の動き

固定資産税▶第２期　　国民健康保険税▶第１期　　　
納期限▶７月31日㈫　口座振替▶７月26日㈭

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

行ってみよう

湯ったり勝山
　6月のマイステージは、大久保か代さんに「バ
イオリン演奏」と芳野亭笑翁さんに「小話」を
披露していただきました。「湯ったりカラオケ」
では参加された方たちが好きな曲を歌い、楽し
まれていました。
　7月15日㈰のマイステージは、押し花を使った
作品作りを予定しています。ぜひご参加ください。

湯ったり川柳
　湯ったりと　お湯につかって　大師見る
　　　　　　　　　　　　　山本　周二

　　  地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

勝山公民館　展示コーナー勝山公民館　展示コーナー
◆mocchi（モッチ）写真展～俺の花鳥風月～
　17歳の一人の女子学生が心動か
されるまま撮った美しい自然風景
です。ゆっくりご覧ください。
展示期間▶7月17日㈫～29日㈰
◆島田正儀さんの癒しの釣り展
　癒しの釣りを通して「海」と
向き合い、魚との駆け引きを
楽しまれています。
　魚拓や釣り具など趣味の世
界をご覧ください。
展示期間▶7月30日㈪～8月12日㈰
問勝山公民館（教育会館1階）☎88 ｰ 0800

申・問

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

　

予
防
接
種
は
、
病
気
の
予
防
に
有

効
な
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、
病
気
に

対
す
る
抵
抗
力
を
高
め
、
感
染
症
を

予
防
し
た
り
か
か
っ
た
場
合
に
重
症

化
し
に
く
く
し
ま
す
。

　

麻
し
ん
（
は
し
か
）
な
ど
の
感
染

症
が
流
行
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

適
切
な
時
期
（
＊
）
に
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

＊ 

予
防
接
種
法
で
接
種
年
齢
、
接
種

間
隔
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
副
反
応
が
み
ら
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
と
相
談
し

接
種
し
ま
し
ょ
う

【
予
防
接
種
の
種
類
】

● 

乳
幼
児
に
対
す
る
予
防
接
種
（
Ａ

類
疾
病
）

　

ジ
フ
テ
リ
ア
、百
日
せ
き
、ポ
リ
オ
、

破
傷
風
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
、
日
本

脳
炎
、結
核
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）、ヒ
ブ
感
染
症
、

小
児
肺
炎
球
菌
感
染
症
、
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
水
痘
（
水

ぼ
う
そ
う
）、
Ｂ
型
肝
炎

● 
高
齢
者
に
対
す
る
予
防
接
種
（
Ｂ

類
疾
病
）

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
高
齢
者
肺
炎

球
菌
感
染
症

問
健
康
長
寿
課　

☎
87
‐
0
8
8
8

高齢者肺炎球菌の予防接種について
　平成30年度は、下記の生年月日に該当する方
が、肺炎球菌ワクチンの対象者です。（過去に接
種した方は対象外）接種期間までで、体調のいい
時に早めに接種してください。

年 齢 生　年　月　日
65歳 昭和28年4月2日～昭和29年4月1日
70歳 昭和23年4月2日～昭和24年4月1日
75歳 昭和18年4月2日～昭和19年4月1日
80歳 昭和13年4月2日～昭和14年4月1日
85歳 昭和 8年4月2日～昭和 9年4月1日
90歳 昭和 3年4月2日～昭和 4年4月1日
95歳 大正12年4月2日～大正13年4月1日
100歳 大正 7年4月2日～大正 8年4月1日

接種期間▶平成31年3月31日まで

※対象者の方には、4月上旬に通知してあります
※ 60歳から65歳未満の方で心臓・腎臓・呼吸器
の機能障害などで日常生活が極度に制限される
障害を有する方(障害者手帳1級程度)も対象です




